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認定番号 福商振認第   号 
 

  年  月  日 
 

申請のとおり、相違ないことを認定します。  
（注）信用保証協会への申込期間：  年  月  日から  年  月  日まで 

 
福井市長             

中小企業信用保険法第２条第５項第７号の 
規定による認定申請書 
 

平成  年  月  日 
 

福 井 市 長  あて 
 

      申請者                
住 所                
氏 名              ㊞ 

 
 私は、 ○○○○ が経営の相当程度の合理化に伴う金融取引の調整を行っているこ

とにより、下記のとおり、借入の減少が生じ、経営の安定に支障が生じておりますので、

中小企業信用保険法第２条第５項第７号の規定に基づき認定されるようお願いします。 
 

記 
 
 
１ 金融機関からの総借入金残高のうち、 ○○○○  から 

の借入金残高の占める割合                □□,□  ％(Ａ/Ｂ) 
 

 Ａ ××年××月××日の  ○○○○  からの借入金残高     △△△,△△△ 円 
 
 Ｂ ××年××月××日の金融機関からの総借入金残高     △△△,△△△ 円 
 
 
 
                                              Ｄ－Ｃ   
２  ○○○○  からの借入金残高の減少率          □□,□%   Ｄ    ×100   
 
 Ｃ ××年××月××日の  ○○○○  からの借入金残高    △△△,△△△ 円 
 Ｄ ××年××月××日(Ｃの前年同期を記入のこと)の 
   ○○○○  からの借入金残高                △△△,△△△ 円 
 
 
 

                                         Ｆ－Ｅ                                                                                
３ 金融機関からの総借入金残高の減少率          □□,□%   Ｆ    ×100           
 
 Ｅ ××年××月××日の金融機関からの総借入金残高      △△△,△△△ 円 
 Ｆ ××年××月××日(Ｅの前年同期を記入のこと)の 

金融機関からの総借入金残高                  △△△,△△△ 円 
 
(留意事項) 

① 本認定とは別に、金融機関及び福井県信用保証協会による金融上の審査があります。 
② 認定を受けた日から３０日以内に金融機関又は信用保証協会に対して、保証の申込み

を行うことが必要です。 

７号 記入上の注意 

全ての○○○○に同一の指定金融機関名を記入。 
（2 行以上の指定金融機関の合算でも申請するこ

とが可能。） 

Ａ、Ｂには直近の借入債務残高で記入。 

Ｃには直近借入債務残高の残高証明書の日付、値。 
Ｄには前年借入債務残高の残高証明書の日付、値。 

Ｅには直近借入債務残高の残高証明書の日付、値。 
Ｆには前年借入債務残高の残高証明書の日付、値。 

１０％以上であること 

１０％以上であること 

0％を超えていること 

△△△には、当座貸越、手形貸付、証書貸付、代理貸

付（政府系金融機関からの代理貸付）の利子を省いた

残高を記入。 
（商業手形、支払承諾、個人事業所等の住宅ローンは

含めない。） 

残高証明書は直近（申請日より１か月以内）

のものと前年のもので土日祝に関係なく日付

を揃える。（月末に限らない。） 
※つまり××は全て同じ日付 

 
捨印 

押印下さい。（記載の誤り

を訂正する際の訂正印を

省略するため。） 


